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20修士論文要旨

企業を超えたアイデア交流によるイノベーション推進戦略

中村	洋 浅川	和宏

加藤	英男80930207

小林	喜一郎

本論文は、近年のグローバルで変化の激しい競争環境の中、

企業がいかに継続的にイノベーションを創出し、成長し続け

ていくことができるのだろうか、という問いに対する一つの

解としての、企業を超えたアイデア交流によるイノベーショ

ン推進戦略 ( オープン・イノベーション戦略 ) について取り

上げたものである。オープン・イノベーションとは、「企業

内部と外部のアイデアを有機的に結合させ、価値を創造する

こと」であり、研究方法は、このオープン・イノベーション

戦略を採用し、イノベーションの推進に成功してきたいくつ

かの企業の事例をもとにした、仮説検証型の事例研究を採用

した。オープン・イノベーションについては、過去より、特

に近年においては活発な研究、議論が行われているが、それ

をパターンごとに類型化し、各類型それぞれについて共通の

分析の軸をもとにした具体的なキー・サクセス・ファクター

を考察したものを発見することはできなかったため、今回、

それらを導出することを主要な目的とした。本論文では、ア

イデアの交流形態、ならびにアイデアの流れる方向という観

点から、これを 3 つの類型に分け、各類型共通の 5 つの分

析の軸をもとに、仮説、検証を行うことによってそれぞれの

キー・サクセス・ファクターを明らかにした。それぞれの類

型ごとに特徴があり、キー・サクセス・ファクターや採用に

あたっての重要な点、注意すべき点についても異なることが

分かった。これらの結論を、今後の企業におけるオープン・

イノベーション戦略の採用、推進にあたっての示唆としたい。


